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背  景  

 畜 産 技 術 部 で は 生 産 現 場 で の O PU-IV F の 普 及 を 目 的 と し て 、 よ り 効

率 的 な OPU の 前 処 置 法 を 検 討 し て い る 。 近 年 、 N ive t ら は 、 ホ ル ス タ

イ ン 種 に お い て 、 FSH 投 与 か ら O PU 実 施 ま で の 間 隔 を 44 か ら 68 時 間

と す る こ と で 、 良 好 な 胚 発 生 率 を 得 た と 報 告 し て い る （ Reproduction

(2012),143:165 -171） 。 さ ら に 近 年 、 杉 村 ら に よ り 高 品 質 な 体 外 胚 の

選 抜 基 準 も 報 告 さ れ て い る （ 202 1  PLoSOne 7(5): e36627） 。 こ の よ

う な 状 況 を 受 け 、 黒 毛 和 種 に お い て も FSH 投 与 か ら OPU 実 施 ま で の 間

隔 を 変 更 し た 効 率 的 な 体 外 胚 生 産 方 法 を 生 産 量 及 び 品 質 の 両 面 か ら 検

討 す る 必 要 が あ る と 考 え た 。  

 

目  的  

 黒 毛 和 種 に お い て 、 良 好 な 胚 発 生 率 を 得 ら れ る 、 FSH 製 剤 感 作 か ら

OPU 実 施 ま で の 最 適 な 間 隔 を 確 立 す る 。  

 

成  果  

1 FSH 皮 下 単 回 投 与 後 の ホ ル モ ン 血 中 動 態 （ デ ー タ 省 略 ）  

(1) FSH は 投 与 後 72～ 96 時 間 の 間 で 枯 渇 。  

(2)イ ン ヒ ビ ン と エ ス ト ラ ジ オ ー ル の 分 泌 は FSH 投 与 後 96 時 間 付 近  

で ピ ー ク を 迎 え 、 そ の 後 減 少 。  

2 培 養 成 績  

(1)令 和 ２ 年 度 (デ ー タ 省 略 )  

FSH投 与 後 72、 96、 144時 間 で OPUを 実 施 し 、 良 好 な 発 生 胚 盤 胞 率  

を 得 た 。  

培 養 成 績 で は 最 終 的 な 発 生 胚 盤 胞 率 は 3区 で 有 意 差 が な か っ た も  

の の 、 IVF27時 間 後 の 正 常 分 割 胚 数 が 72h区 で 他 区 に 比 べ 有 意 に  

高 く な っ た 。 中 橋 ら は 、 媒 精 開 始 後 27時 間 で 正 常 卵 割 と 分 類 さ  

れ た 胚 は 、 胚 盤 胞 発 生 率 が 高 く 良 質 で あ る と 報 告 し て い る （ 千  

葉 県 畜 産 総 合 研 究 セ ン タ ー 研 究 報 告 （ 2019） 19： 1- 6） 。 こ の こ  

と か ら 、 FSH投 与 後 72時 間 以 内 に O PUを す る こ と で 、 良 質 な 胚 を  

よ り 多 く 生 産 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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(2)令 和 ３ 年 度  

  前 年 度 の 結 果 よ り 、 FSH 投 与 後 24、 48 お よ び 72 h 区 で 、 よ り 効  

率 的 に 良 質 な 胚 を 得 ら れ る か を 検 証 し た 。 そ の 結 果 、 有 意 差 は  

見 ら れ な か っ た も の の 、 培 養 成 績 に お い て 、 IVF 後 ８ 日 の 発 生 胚  

盤 胞 率 で は 48h 区 ・ 72h 区 で 24 h 区 よ り 高 い 結 果 と な っ た 。 （ 表  

２ ） ま た 、 良 質 な 胚 の 判 断 基 準 と な る IVF  27 時 間 後 の 正 常 分 割  

率 も 有 意 差 は な い も の の 48h 区 ・ 72h 区 で 24h 区 よ り 高 い 結 果 と  

な っ た 。 （ 表 ２ ）  

今 後 は 投 与 後 48 及 び 72 時 間 に 絞 り OPU の 例 数 を 増 や す こ と で  

、 よ り 効 率 的 な 胚 生 産 を 可 能 と す る OPU 実 施 時 期 を 検 討 し て い

き た い 。  

 

表 1 OPU 成 績  

試 験 区 分  回 収 卵 総 数  供 試 総 卵 数  平 均 供 試 率 （ ％ ）  

2 4 h 区  6 6  4 8  7 1 . 9 %± 5 . 1  

4 8 h 区  8 2  6 2  7 4 . 6 %± 4 . 6  

7 2 h 区  8 3  5 9  7 1 . 4 %± 1 0 . 0  

平 均 ±標 準 偏 差  

 

表 ２  培 養 成 績  
 

試 験 区 分  
供 試  

総 卵 数  

I V F 2 7 時 間 後

正 常 分 割 率 %  

（ 分 割 胚 数 ）  

I V F 5 0 時 間 後  

正 常 分 割 率 %  

（ 分 割 胚 数 ）  

発 生 胚 盤 胞 率 %  

 （ 胚 盤 胞 数 /供 試 卵 数 ）  

 I V F 後 7 日  I V F 後 8 日  

2 4 h 区  4 8  
2 0 . 8 %  

（ 1 0 / 4 8）  

3 5 . 4 %  

（ 1 7 / 4 8）  

3 3 . 3 %  

（ 1 6 / 4 8）  

3 9 . 6 %  

（ 1 9 / 4 8）  

4 8 h 区  6 2  
2 4 . 2 %  

（ 1 5 / 6 2）  

4 6 . 8 %  

（ 2 9 / 6 2）  

5 0 . 0 %  

（ 3 1 / 6 2）  

5 8 . 1 %  

（ 3 6 / 6 2）  

7 2 h 区  5 9  
2 3 . 7 %  

（ 1 4 / 5 9）  

7 4 . 6 %  

（ 4 4 / 5 9）  

5 4 . 2 %  

（ 3 2 / 5 9）  

6 1 . 0 %  

（ 3 6 / 5 9）  

※ 1 : I V F 2 7 時 間 後  2 細 胞 胚 数 /供 試 験 卵 数  

※ 1 : I V F 5 0 時 間 後  5 細 胞 以 上 胚 数 /供 試 験 卵 数  
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